
お客さまに「確かな安心を、いつ　
この使命のもと、お客さま・地域社会・働く仲間との絆を大切に、
私たちは「人に一番やさしい生命保険会社」をめざしていく。

経営理念

企業ビジョン

明治安田バリュー

（Mission）
使命・存在意義

（Vision）
長期的にめざす姿

（Value）
大切にすべき価値観

明治安田フィロソフィー

長期的な経営の基本方針
（10年の計）

中期3ヵ年プログラム
（3年の計）

社会保障制度を補完し
自助努力を支える生命保険事業の大手として

確固たる地位を確立

各ステークホルダー
に対し

独自の存在感を発揮

グループ全体での成長軌道を確保し、企業価値を持続的に向上

企業理念 「明治安田フィロソフィー」
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 までも」お届けすること。

信頼を得て選ばれ続ける、人に一番やさしい生命保険会社

確かな安心を、いつまでも - Peace of mind, forever -

(経営理念の言葉に込めた想い)
私たちは創業以来、相互扶助の精神のもと、生命保険事業のパイオニアとして、お客さまそして地域社会を支えてきました。
いつの時代も変わることのない「人の想い」が込められている生命保険。
託された一人ひとりの想いに応え、お客さまが健康で安心してくらせるよう、生涯にわたって支え続けることが、私たちの使命です。
「確かな安心を、いつまでも」
私たちは、この言葉を胸に、これからもお客さまを大切にする会社に徹し、
いつまでも変わらない安心をお届けするとともに、一人ひとりの健康づくりを応援していきます。

【 お客さま志向・倫理観 】  一．私たちは、お客さまを大切にし、高い倫理観のもと行動します。

【 挑戦・創造 】  一．私たちは、果敢に挑戦し、新しい価値を創造します。

【 協働・成長 】   一．私たちは、働く仲間と互いに助け合い、共に成長します。 

お客さまとの絆 お客さまに寄り添い、アフターフォローで感動を追求する

社会から必要とされる価値を創造し、地域の発展に貢献する

挑戦意欲や多様性を尊重し、働きがいのある職場を実現する

地域社会との絆

働く仲間との絆

明治安田フィロソフィーは、経営理念、企業ビジョン、明治安田バリューで構成しています
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　平素より、明治安田生命に格別のお引立てを賜り、誠にありがとうございます。

　当社は、2017年4月から3ヵ年プログラム「ＭＹイノベーション2020」に取り組んでいます。本プログラムでは、お客
さま志向とコンプライアンスの徹底を前提に、「成長性」「収益性」「健全性」のバランスを取りつつ、企業価値の安定
的かつ着実な向上をめざし、成長戦略・経営基盤戦略・ブランド戦略を推進しています。
　その結果、2018年度決算では、グループ保険料は3兆813億円と、2期連続で増収となりました。また、グループ基
礎利益は6,338億円と、2期連続で過去最高益を更新することができました。さらに、生命保険会社における行政監
督上の指標の一つである連結ソルベンシー・マージン比率は1,040.1％と、引き続き業界トップレベルの健全性を維
持しています。
　これもみなさまのご支援の賜と深く感謝申しあげます。

　3ヵ年プログラムの最終年度に当たる2019年度は、本プログラムの完遂に向け、お客さま志向の業務運営をいっそう推
進するとともに、イノベーティブな取組みを織り込んだ「7つの重点方針」に沿って、成長戦略・経営基盤戦略・ブランド戦略
を推進していきます。

人に一番やさしい 社長メッセージ 

７つの重点方針

お客さま数の拡大1 積極的な商品供給と充実したアフターフォ
ローの提供、専属チャネルの拡充とマー
ケットアクセスの拡充、ICTの活用等による
事務サービス基盤の整備等を通じ、お客さ
ま数の飛躍的拡大を図ります。

新たなマーケットへの取組み2 国内生命保険マーケットにおいては、「みんなの健活プ
ロジェクト」を軸に、医療・介護保障商品、高齢者・退職
者向け商品、女性向け商品・サービス、投資型商品のラ
インアップの拡充を図ります。海外保険マーケットにお
いては、グループ経営管理態勢の引き上げを図りつつ、
スタンコープ社をはじめとする既存投資先の収益拡
大、今後の新規投資に向けた調査・研究を継続します。

資産運用の高度化3 ガバナンス態勢・リスク管理の高度化を前
提に、国内外のクレジット投融資の強化や
「サステイナビリティ投融資」をはじめとす
る資産運用手法の高度化・多様化に取り組
み、資産運用収益力の強化を図ります。

先端技術等によるイノベーション4 人工知能・ICT等をはじめとする先端技術・手法の
調査・研究・開発を推進し、その成果を基幹業務に
活用するとともに、ヘルスケア分野を含む新たなビ
ジネスの創出をめざして検討を進めます。

成
長
戦
略

ガバナンスの高度化5 グループ経営管理態勢の高度化、情報開示
の高度化を含むステークホルダーとのコ
ミュニケーション機会の拡充、ERM（統合
的リスク管理）に基づく先進的な経営管理
の浸透・定着を図ります。

ワーク・エンゲイジメントの向上6 ワーク・エンゲイジメント（一人ひとりが誇りとやり
がいを感じながら活き活きとチャレンジングに働く
状態）を実現すべく、人財力の持続的な向上、心身の
健康増進、多様性受容と活躍促進に取り組むととも
に、イノベーションの推進に資する余力の創出に向
けて働き方を見直します。

経
営
基
盤
戦
略

新たな企業理念の浸透7 統一的・効果的なプロモーションを推進し、新たな企業理念「明治安田フィロソフィー」に沿った企業ブラン
ドを形成していきます。とりわけ企業ビジョンの実現に向けて、従業員一人ひとりが創造力を持って積極的・
主体的に行動する風土を醸成すべく、「企業ビジョン実現プロジェクト」を推進します。

ブ
ラ
ン
ド
戦
略

4

2019年7月  社長

生命保険会社をめざして

　2019年4月には、「ベストスタイル 健康キャッシュバック」を発売し、本プログラムの中核的な取組みである
「みんなの健活プロジェクト」を本格展開しました。本プロジェクトでは、健康を「知る」「つくる」「続ける」をコンセプト
に、「商品」「サービス」「アクション」を、対面チャネルを通じて一体的に提供することで、生命保険の「新たな価値」を
創造していきます。
　このように新たな価値を創造・提供していくことは、「お客さま」「地域社会」「働く仲間」といったステークホルダー
との絆を深め、「持続可能な社会の実現」を目的としたＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の達成、社会課題の解決にも
貢献できるものと考えています。
　こうした本プログラムの取組みを通じて、企業ビジョン「信頼を得て選ばれ続ける、人に一番やさしい生命保険会社」
を実現し、お客さまに「確かな安心を、いつまでも」お届けすべく、全役職員が総力を結集して取り組んでいきます。

　みなさまには、今後ともいっそうのご支援・ご愛顧を賜りますよう、何とぞよろしくお願い申しあげます。
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明治安田生命のあゆみ

　2005年、保険金等不払い問題等による2度の行政処分を受けたことにより、お客さまに多大なるご迷惑・ご心配をおかけ

したことを厳粛に受け止め、2006年1月に「明治安田再生プログラム」を策定。「お客さまを大切にする会社」を実現するため、

支払管理態勢の強化やガバナンスの透明性向上等、さまざまな取組みを推進してきました。

　その後も、「明治安田チャレンジプログラム」「明治安田新発展プログラム」「明治安田NEXTチャレンジプログラム」の遂行と、

企業風土を改革する新風土創造「ＭＯＴプロジェクト」等の実践により、お客さまからの信頼回復に努めてきました。

2004年1月、それぞれ120年余の歴史を有する明治生命と安田生命が合併、明治安田生命が誕生。
明治安田生命は、「一番古くて、21世紀生まれ」の生命保険会社です。

当社の前身である明治生命と安田生命は、ともに明治初期から激変する時代に対応しつつ
お客さまの安心を守ってきた日本で最も「歴史と伝統」のある生命保険会社であり、
その2社が合併して誕生した当社は、21世紀生まれの「若々しい」生命保険会社です。

1880年
1881年

2004年

中期経営計画
●ガバナンスの抜本的改革
●基幹機能（引受・保全・
支払い）の強化
●アフターサービス重視
の営業への変革

新風土創造
MOTプロジェクト
「お客さまを大切にする会社」
実現に向けた新たな企業
風土の創造

明治安田再生プログラム

2005年

2006年

2008年

共
済
五
百
名
社

（
の
ち
の
安
田
生
命
）設
立

有
限
明
治
生
命
保
険
会
社  

設
立

二度にわたる行政処分

お客さま満足度※
27.1％ 25.0％

38.9％
42.7％

不適切な保険金等不払い等に
対する業務停止・業務改善命令

中期経営計画
●基幹（営業職員）チャネル
の抜本的改革
●チャネル多様化と新たな
マーケット開拓
●基幹機能と資本・財務
基盤のいっそうの強化

新風土創造
MOTプロジェクト[第Ⅱ期]
お客さま満足度向上を
支える企業風土づくりの
推進

明治安田
チャレンジプログラム

明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社  

設
立

失った信頼の回復
お客さま満足度向上の　　　　　
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　2017年4月からスタートした3ヵ年プログラム「MYイノベーション2020」では、「イノベーション」を興すべく、「中期経営

計画」および「企業ビジョン実現プロジェクト」の推進に全役職員が一丸となって取り組み、企業ビジョンである「信頼を得

て選ばれ続ける、人に一番やさしい生命保険会社」を実現するとともに、お客さまに「確かな安心を、いつまでも」お届けい

たします。

明治安田生命
3ヵ年プログラム
MYイノベーション2020

2011年

2014年

2017年

42.0％
46.1％ 46.9％

51.0％

中期経営計画
●国内生命保険事業における
安定的な成長力の確保
●海外保険事業・介護事業等、
成長分野への積極投資
●リスク管理の高度化と資本・
財務基盤の強化

お客さま満足度向上を支える
MOTプロジェクト[第Ⅲ期]
お客さまを大切にする意識・行動
のさらなる浸透に向けた取組み
の推進

明治安田
新発展プログラム

中期経営計画
●対面のアフターフォローを
中心としたブランド戦略

●医療等の第三分野商品への
取組みや海外保険事業への
積極展開等による成長戦略

●資本政策、リスク管理の高度
化等によるいっそうの経営
基盤の強化

感動実現プロジェクト
MoT運動（小集団活動）を軸
に、一人ひとりの果敢な挑戦
と、チーム力の発揮を後押しし
て、新たな企業風土を構築

明治安田
NEXTチャレンジプログラム

中期経営計画
●お客さま数の拡大、新たなマーケットへ
の取組み、資産運用の高度化をめざす
成長戦略
●ガバナンスの高度化とワーク・エンゲイジメ
ントの向上をめざす経営基盤戦略
●新たな企業理念「明治安田フィロソフィー」
の浸透をめざすブランド戦略

企業ビジョン実現プロジェクト
新たな企業理念、とりわけ企業ビジョンの
実現に向けて従業員一人ひとりが積極的・
主体的に行動する風土を醸成

イノベーションによる
新たな成長ステージへ

　　　追求と安定成長の基盤づくり

53.4％ 53.1％
57.8％

62.6％ 61.5％
※お客さま満足度は、「満足」＋
「やや満足」の占率。選択肢は、
「満足」「やや満足」「ふつう」
「やや不満」「不満」の5段階
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明治安田再生プログラム 明治安田
新発展プログラム

2006年

失った信頼の回復

2008年 2011年

お客さま満足度向上の追求と安定成長の基盤づくり

■信頼回復に向けた取組み
●保険金等支払管理態勢の整備
●「お客さまの声推進諮問会議」※
の創設

●「保険金・給付金のお支払いに
関する不服申立制度」の設置

●お支払非該当件数や苦情
件数の開示

■ガバナンスの抜本的改革
●総代立候補制の導入
●取締役の過半数を社外取締役へ
●委員会設置会社※への移行

■CSR経営宣言
●CSRに関する基本認識の
もと、CSR経営を永続的
な取組みとするために制
定。お客さまが暮らす社
会・環境との絆等を明記

●経営の監督機能と執行機能を
制度上明確に分離して、経営の
監督機能を強化し、透明性を向上

※2015年5月より
　「指名委員会等設置会社」

※2015年4月より
　「お客さまサービス推進諮問会議」

東日本大震災時の「安否確認活動」
の経験を活かし、アフターフォロー
態勢の高度化を推進

■事務サービス改革への挑戦
事務サービス改革AAA：
2016年度～

●「お客さま志向」を最優先し、
　迅速・簡便・納得性を徹底追求
●キャッシュレス化、
　ペーパーレス化
　を推進

■個人営業改革への挑戦
第Ⅱ期：2011年度～
第Ⅲ期：2014年度～

●お客さまの満足度向上をめざし、
　質の高いコンサルティングと
　アフターサービスを提供
●MYライフプランアドバイザー
制度の創設

●社内教育検定制度の導入
●安心サービス活動の導入

■東日本大震災時の対応
MYライフプランアドバイザー（営
業職員）を中心に、すべてのお客さ
まの安否確認を行なうため、「お見
舞い訪問活動」を実施
（2011年10月時点で99.9%の安否・
請求の確認を完了）

「ご高齢者等の見守り」活動を追加

2010年11月
タランクス社(ドイツ)との
業務提携

2010年11月
アブリスト社(インドネシア)との
業務提携

2010年12月
北大方正人寿(中国)との
業務提携

再生・成長
に向けた
諸取組み

地域社会
への貢献

海外保険
事業の展開

各プログラムにおける取組み等

明治安田
チャレンジプログラム

） ）（ （

2012年6月
オイロパ社(ポーランド)との
業務提携
2012年7月
ワルタ社(ポーランド)との
業務提携

2013年11月
タイライフ社(タイ）との
業務提携

「子どもの命・安全を守る」
 地域貢献活動

2006年6月

8

明治安田NEXTチャレンジプログラム
明治安田生命3ヵ年プログラム 

MYイノベーション2020

2014年

イノベーションによる新たな成長ステージへ

■各分野における改革への挑戦
●アンダーライティング改革
●法人事務サービス改革
●資産運用事務サービス改革
●人財力改革
●働き方改革
●総務・インフラ改革

■ガバナンス強化へ向けた取組み
●コーポレートガバナンス・ガイドラインの制定
●社外取締役会議の創設

■新たな企業理念
　「明治安田フィロソフィー」を制定
■「12の改革」への挑戦
●個人営業改革
●個人事務サービス改革
●法人営業改革
●法人事務サービス改革
●資産運用改革
●資産運用事務サービス改革

●海外保険事業改革
●国内グループ会社経営管理改革
●ガバナンス改革
●人事改革
●収益管理改革
●システム開発態勢改革

「かんたん保険シリーズ ライト！
By明治安田生命」を創設

2016年10月

「お客さま志向の業務運営方針」の制定
2017年4月

「米ドル建・一時払養老保険」
「外貨建・エブリバディプラス」発売

2017年8月

「50歳からの終身医療保険」発売
2017年12月

「MYアシスト＋」制度運用開始
2018年4月

消費者志向経営優良事例表彰
「消費者庁長官表彰」受賞

2018年11月

「豪ドル建・一時払養老保険」発売
2018年12月

「つみたてドル建終身」発売
2019年2月

「かんたん保険シリーズ ライト！
By明治安田生命」の
累計販売件数が100万件突破

2019年3月

「みんなの健活プロジェクト」
本格展開
「ベストスタイル 
健康キャッシュバック」発売

2019年4月

米国の生命保険
グループである
スタンコープ社を
完全子会社化

2016年3月

総合保障商品「べストスタイル」の発売
2014年6月

サッカー「Ｊリーグ」と
「タイトルパートナー契約」を締結

2015年1月

「Ｊリーグ」との
「タイトルパートナー
契約」を更新

2019年1月

「MY安心ファミリー
登録制度」

2014年10月

「地域を見守る」社会貢献活動
2014年9月

「MY長寿ご契約
点検制度」

2015年4月

ⒸJ.LEAGUEⒸJ.LEAGUE

2017年

●地方創生に関する包
括連携協定の締結
（2019年3月末現在：
28自治体、4行、1大
学）
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P48

ブランド
戦略

個人営業改革
P36

12の改革❶

12の改革❷

12の改革❸

12の改革❹

個人事務
サービス改革

P38

法人営業改革
P36

P39
法人事務サービス改革

K
izuna運動

イノベ
ーション

経営理念

企業ビジョン

明治安田バリュー

明治安田

明治安田生命の価値創造プロセス

お客さまを生涯にわたって
支え続けることのできるプロフェッショナル人財

対面の「アフターフォロー」を実践する態勢

■連結従業員数

4万7,816人
（2019年3月時点）

（2019年3月31日時点）

（2019年4月1日時点） （2019年4月1日時点）

（2019年3月31日時点）

■ファイナンシャル・プランニング技能士資格保有者数

2万4,476人

強固な事業基盤

■営業職員
（2019年3月31日時点）

約3万人
■企業・団体を担当する職員
（2019年3月31日時点）

約1千人

1,138拠点

長い歴史と経験で培った高い専門性とノウハウ

国内外に広がるネットワーク
■国内営業拠点数

1,040.1%

お客さまに「確かな安心」を
提供するための高い財務健全性
■連結ソルベンシー・
　マージン比率

5カ国、7社
■海外拠点

国
内
生
命
保
険
事
業

海
外
保
険
事
業

国
内
関
連
事
業

持続的な企業価値（EEV）の　　　

■個人営業分野

約703万人のお客さま数
任意加入型団体保険の
被保険者数 約497万人
■法人営業分野

価値創造　 　価値を生み出す源泉

人的資本

社会・関係資本

知的資本

財務資本

社会との関係性
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国内グループ会社
経営管理改革

P43

P36

企業ビジョン実

現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

イノベ
ー
シ
ョ
ン

P44

経営基盤
戦略

成長戦略

海外保険事業改革
P42

資産運用事務
サービス改革

P41

資産運用改革
P40

12の改革❺

12の改革❻

12の改革❼

12の改革❽

ガバナンス改革
P44

12の改革❾

P45
人事改革
12の改革●　10

P46
収益管理改革
12の改革●　11

P47
システム開発態勢改革
12の改革●　12

確かな安心を、いつまでも

信頼を得て選ばれ続ける、
人に一番やさしい生命保険会社

●お客さま志向・倫理観
●挑戦・創造
●協働・成長

フィロソフィー

　　向上による資本の拡大

　 プロセス ステークホルダーとともに創出する価値

企
業
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現

＊SDGs（持続可能な開発目標）
のなかから、優先課題に対応
する目標を掲載

お客さまとの絆

● お客さまの継続的な健康増進
● お客さま一人ひとりにあわせた積極的な
　「アフターフォロー」を通じた、「確かな安心」の提供
● クオリティの高い商品・サービスの提供
● 先端技術の活用による基幹業務の高度化　など

お客さまに寄り添い、
アフターフォローで感動を追求する

● 地域社会の継続的な健康増進
● 明治安田生命Ｊリーグを通じた地域社会の活性化
● 地方自治体等との連携協定を通じた
　地域社会の活性化
● サステイナビリティ投融資を通じた
　社会・経済発展への貢献　　など

社会から必要とされる価値を創造し、
地域の発展に貢献する

地域社会との絆

● 働く仲間の継続的な健康増進
● 従業員のワーク・エンゲイジメントの向上
● ダイバーシティ＆インクルージョンの実現　 など

挑戦意欲や多様性を尊重し、
働きがいのある職場を実現する

働く仲間との絆
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明治安田生命の事業活動とSDGs

　SDGs（持続可能な開発目標) は、2001年に策定されたMDGs（ミレニアム開発目標）の後継
として、2015年9月の国連サミットで採択された2030年までの国際目標です。
　持続可能な世界を実現するための17の目標・169のターゲットから構成され、地球上の誰ひと
りとして取り残さない、持続可能な社会の実現を誓っています。SDGsは地球規模の目標であるた
め、世界各国の政府、企業および市民社会の自発的な取組みが求められています。

　明治安田生命は、「確かな安心を、いつまでも」という経営理念のもと、さまざまな事業活動を通じて、お客さま・地域

社会・働く仲間との絆を深め、企業ビジョン「信頼を得て選ばれ続ける、人に一番やさしい生命保険会社」の実現を

めざしており、これは「持続可能な社会の実現」を目的としたSDGsの理念とも軌を一にするものであると考えています。

　当社は、引き続き、「みんなの健活プロジェクト」の推進を通じたお客さまの健康増進、「明治安田生命Ｊリーグ」の応

援を通じた地域社会の活性化、従業員のワーク・エンゲイジメントの向上に向けた取組みなど、さまざまな活動を通じ

て、SDGsの達成や社会課題の解決、そして持続可能な社会の実現に貢献していきます。

SDGsにおける17のゴール、およびこれらに内
包される169のターゲットから導き出される社
会課題を整理

SDGsの企業行動指針である「SDG Compass」
に基づき、「ステークホルダーへの影響度」「事
業との関連性」の観点から、相対的に重要性の
高い13項目を「優先課題」として特定

事業活動とSDGsの関係

優先課題の設定

明治安田生命は、事業活動を通じてSDGsの達成に引き続き貢献していきます

SDGsとは

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
へ
の
影
響
度

事業との関連性

13項目
社会課題

優先課題

健康寿命の延伸

健康・金融リテラシーの向上

多様な保険商品・サービスの提供

地方創生の推進

イノベーション、調査・研究・開発の推進

雇用機会の創出

ダイバーシティの推進

働き方改革の推進

人権の尊重・推進

ガバナンス強化と経営の透明性確保

コンプライアンスの推進

防犯・防災対策の整備

環境保護・気候変動への対応

優先課題（13項目） 対応するSDGs
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　設定した優先課題に対し、「お客さまとの絆」「地域社会との絆」「働く仲間との絆」の分類ごとに、次のように取り組んでいきます。

優先課題をふまえた当社の取組み

● 「みんなの健活プロジェクト」本格スタート
● 「ＭＹ健活レポート」の提供
● 企業・団体向け健康情報活用
  商品・サービスの提供　など

● 「ベストスタイル 
　 健康キャッシュバック」発売

● MY安心ファミリー登録制度
● MY長寿ご契約点検制度
● MYアシスト＋制度　　　　　　など

● ご高齢者へのアフターフォロー充実に
向けた取組み

● 営業職員のお客さま満足度向上を
めざした取組み

● 質の高いコンサルティング活動の充実
● 「安心サービス活動」によるアフターフォローの
　充実 など

● 健康寿命の延伸
● 健康・金融リテラシーの向上
● 多様な保険商品・サービスの提供

● イノベーション、調査・研究・開発の推進
● ガバナンス強化と経営の透明性確保
● コンプライアンスの推進

優先課題

当社の
主な
取組み

お客さまとの絆

対応する
SDGs

▶P22・96

▶P90

▶P16

● IT活用によるお客さま満足度の向上を
めざした取組み ▶P102

● コンプライアンスの推進 ▶P76

● 経営管理体制の高度化 ▶P44・51

● 「明治安田総合研究所」を発足し、
新たな商品・サービス等に向けた
基礎調査を開始 ▶P100

▶P20

● 商品ラインアップの充実に向けた取組み

5年ごと配当付利率変動型積立終身保険
（低解約返戻金型・指定通貨建）［5年ごと配当付組立総合保障保険］

MY健活レポートご案内の様子

必要保障額シミュレーション 安心ロードマップ

▶P22・96
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● 健康寿命の延伸
● 健康・金融リテラシーの向上
● 地方創生の推進
● 雇用機会の創出

● 環境保護・気候変動への対応
● 防犯・防災対策の整備
● コンプライアンスの推進

優先課題

当社の
主な
取組み

地域社会との絆

対応する
SDGs

▶P16

▶P24

▶P27

▶P26

▶P109

▶P76

● 「みんなの健活プロジェクト」本格スタート
● 「明治安田生命Jリーグウォーキング」の実施
● 「明治安田生命フットサルフェスタ」の実施　　など

ⒸJ.LEAGUE

● 「全員がサポーター」を合言葉とした
   Jリーグ・Jクラブ等の応援
● 小学生向けサッカー教室等の活動　　など

● 「明治安田生命Ｊリーグ」の応援等を
通じた地域社会活性化への貢献

● サステイナビリティ投融資の推進

▶P112● 環境問題への取組み

● コンプライアンスの推進
Ⓒ2010 熊本県くまモン

● 地方自治体等との連携を通じた
地域社会活性化への取組み

● 「地域を見守る」社会貢献活動
● 非営利活動法人等への寄付
● 「黄色いワッペン」の贈呈　 など

● 地域貢献・子どもの健全育成

TCFD（気候関連財務情報
開示タスクフォース）は、金
融安定理事会（FSB）により

設立された民間主導のタスクフォースで、気候変動に関する
情報開示の拡充を企業に求めています。当社は、TCFD提言
への賛同を表明しており、同提言をふまえた情報開示の拡
充を図るとともに、機関投資家として投資先企業等に対して
も同様の働きかけを行なっていきます。

当社と明治安田アセットマネジメン
トは、国連環境計画・金融イニシア
ティブと国連グローバル・コンパク

トとの協働により策定されたPRI（国連責任投資原則）に署
名しています。PRIは、持続可能な社会の実現を目的に、機関
投資家がいわゆるESGの観点を投融資の意思決定に組み
込むことを提唱する原則であり、当社と明治安田アセットマ
ネジメントは、その実践を通じ、社会課題の解決、そして持続
可能な社会の実現に貢献していきます。

交通安全教室の様子

明治安田生命Jリーグ
ウォーキング 
in SAITAMAの様子

明治安田生命 Jリーグタイトル
パートナー契約調印式

小学生向けサッカー教室の様子
(高松支社)

熊本復興フェアの開催
（復興支援や地域の特産品を
PRするための物産展）
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●「みんなの健活プロジェクト」本格スタート

● 健康寿命の延伸
● 健康・金融リテラシーの向上
● ダイバーシティの推進
● 働き方改革の推進

● 人権の尊重・推進
● 防犯・防災対策の整備
● コンプライアンスの推進

優先課題

働く仲間との絆

対応する
SDGs

▶P28・117

▶P45・114

▶P16・28 ▶P114

▶P118

▶P76

当社の
主な
取組み

● 「健活サポーター」認定プログラムの実施
● 健康チャレンジ！キャンペーンの実施　など

● 生活習慣病・メンタルヘルス・
女性の健康への取組み　　など

● 健康的な職場環境づくり

● 従業員のワーク・エンゲイジメントの
向上に向けた取組み

● ダイバーシティ＆インクルージョンの
推進

● 女性・障がい者・中高年齢層の活躍支援
● 多様性を受け容れる風土の醸成　　など

● 人権の尊重

● コンプライアンスの推進

女性向け層別研修の様子

「健康チャレンジ！キャンペーン」における運動教室（岐阜支社）

社長のイクボス宣言
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